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エコアクション２１

株式会社  盛　和

発行　　2024年6月28日

環境経営ﾚﾎﾟｰﾄ

活動期間（2023年4月～2024年3月）



日本の誇る「富士山」、この素晴らしい自然と快適な環境を

将来の世代に継承していくことが、（株）盛和としての責務であると考え、

環境に配慮した行動に努め、美しく豊かなまちづくりに

貢献します。

１．当社は、産業廃棄物収集・運搬及び処分業の事業活動を通じて、EA-21

　　システムを構築し、自主的な環境目標・活動計画を定め継続的な改善と

　　汚染予防に努めます

２．焼却炉の日常管理の充実及び産業廃棄物（感染性特管物含む）の

適正処理に努めます。

３．関連する環境の法規制を遵守いたします

４．環境経営の継続的改善に取り組みます

5．次の事項に対して積極的に取組みます

①　収集・運搬車両のエコドライブの実践及び焼却処分で使用する燃料使用量の削減による、

二酸化炭素排出量の削減に取り組みます

③　事務所や工場での電気使用による二酸化炭素排出量の削減に

取組みます

⑤　化学物質の適正な管理に努めます

制定：2008年2月1日

改訂（３回）：2020年10月1日

株式会社　　盛　　和

代表取締役 濱田　昭人

２

環境経営方針

②　事務所や工場での廃棄物削減に取組みます

④　事務所や工場での水使用量の削減に取組みます



１．事業概要
（１）　事業者名及び代表者

株式会社　盛　和 代表取締役　　濱田　昭人

（２）　所在地

〒417-0002   静岡県富士市依田橋333-2

（３）　ＥＡ２１責任者及び連絡先

ＥＡ-２１責任者 代表取締役　　濱田　昭人

ＥＡ-２１事務局 同上　及び濱田　江理

連絡先 電話 0545-32-1135FAX 0545-32-0725

（４）　事業の内容

廃レントゲン・製版フィルムからの銀回収、産業廃棄物の収集運搬・中間処理及びリサイクル、特別管理

産業廃棄物収集運搬・中間処理

（５）認証登録対象範囲

全組織、全活動、全従業員を対象としています。

（６）　事業の規模

法人設立年月日 昭和39年9月

資本金 1,000万円

売上高 27,165万円（令和5年4月1日～令和6年3月31日）

産廃収集運搬量 令和5年度　166.818トン 

特管収集運搬量 令和5年度　453.948トン

含銀物処理量　　　　　　令和5年度　727.496トン

産廃中間処理量 令和5年度  125.779トン

特管中間処分量 令和5年度  627.927トン

銀回収量 令和5年度  3.064トン

従業員数 8人(うちパート2人)

延べ床面積 331.4㎡

①産業廃棄物収集運搬業許可 許可証記載の通りの年号になっております。

②特別管理産業廃棄物収集運搬業許可

③産業廃棄物処理業許可

④特別管理産業廃棄物処理業許可

3

静岡県
汚泥，廃プラスチック類，紙くず，
木くず，繊維くず，

第02222015534号

第02271015534号

有効期限

有効期限

引火性廃油、腐食性廃酸、腐食性アルカリ
感染性廃棄物

燃え殻，汚泥，廃油，廃酸，廃アルカリ，廃プラスチック類，
紙くず，木くず，繊維くず，ゴムくず，金属くず，ガラス・コンクリー
ト・陶磁器くず、ばいじん

H38.2.28

許可番号

第02201015534号静岡県

リサイクル施設：分銀炉2基

（7）施設の状況

（７）許可証の状況

収集運搬車両：トラック(ウイング車)3t  保冷車3t  軽トラック平積0.35ｔ    各1台    計3台

有効期限許可年月日産業廃棄物の種類許可番号

中間処理施設：焼却炉１基，断裁機1台，破砕機１台，フォークリフト3台

H31.3.1

許可年月日産業廃棄物の種類許可番号

許可年月日産業廃棄物の種類許可番号

H31.3.1

H38.3.1

産業廃棄物の種類 許可年月日

有効期限

R11.6.7R4.6.8静岡県 感染性産業廃棄物

優良認定更
新中

神奈川県 第1400015534号
燃え殻，汚泥，廃油，廃酸，廃アルカリ，廃プラスチック類，
紙くず，木くず，繊維くず，ゴムくず，金属くず，ガラス・コンクリー
ト・陶磁器くず、がれき類、ばいじん

R6.3.14

第02251015534号静岡県

R12.11.5

神奈川県 第01450015534号
引火性廃油、腐食性廃酸、腐食性アルカリ
感染性廃棄物、特定有害産業廃棄物 R6.3.14 R12.11.5

H31.3.2



産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会　収集・運搬課程

　実施者　　（財）日本産業廃棄物処理振興センター

修了日　　2021年12月14日　　1名 　第521185528号

　実施者　　（財）日本産業廃棄物処理振興センター

産業廃棄物焼却炉施設技術管理士

　実施者　　（財）日本環境衛生センター

　修了日　　平成15年2月21日　　１名　　認定番号007801

廃棄物焼却炉施設におけるダイオキシン類対策に係る作業指揮者養成研修

　実施者　　中央労働災害防止協会

　修了日　　平成14年4月12日　　１名　　修了証番号第23-233号

電子マニフェストシステム加入

利用開始日　平成21年4月1日

加入区分　収集運搬業者

電子マニフェストシステム加入

利用開始日　平成27年4月30日

加入区分　処分業者

４

産業廃棄物処理委託契約実務講習

　修了日　　平成21年7月6日　　3名 　第091310031号、第091310032号、第091310033号

産業廃棄物収集運搬車輌運転者講習

　実施者　　（財）日本環境衛生センター

　修了日　　平成21年7月6日　　3名 　第091350067号、第091350068号、第091350069号

（８）環境関連技術資格取得状況

特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会　処分課程

　実施者　　（財）日本環境衛生センター

修了日　　2021年12月14日　　1名 　第621287541号



（９）廃棄物収集運搬及び処理料金
料金につきましては種類、量により計算いたしますので、TEL0545-32-1135（担当：濱田　昭人迄）

（１０）処理フロー図
①　廃印画紙・廃フィルム産業廃棄物の収集運搬から中間処理及びリサイクル迄のフローは下記のようになり

　　当社では、最終処分場へ搬入するものはありません。

廃プラ5.25トン/日

（14時間）

②　2012年6月より開始した「特別管理産業廃棄物収集運搬中間処分」の処理フロー
中間処理

自社工場で処理

他社処理業者

9.32トン/日（14時間）

③乾電池の処理フロー

④蛍光灯の処理フロー

⑤廃液の処理フロー

（１１）全社組織図及びＥＡ２１推進組織図

５

役員

特管物
収集運搬

焼却処理
自社工場で処理

【代表者の役割・責任】
・環境方針の策定及び誓約・公表
・経営資源の準備
・代表者による全体の評価と見直し

お手数ですがご連絡してください。無料にて見積いたします。

特管物
排出事業者

人員

合計

再処理場へ搬入
下水放流

排出事業者
収集運搬

搬入

ＥＡ２１責任者
濱田　昭人

収集運搬 廃棄物処理事務部門

２名

【ＥＡ２１事務局の役割・責任】
・環境法規の取りまとめ及び遵守状況確認
・教育訓練の実施
・環境目標/活動計画の結果確認
・文書、記録類の作成・管理

濱田　勝（リーダー）
金沢　奨

前嶋　宏哉

濱田　江理
濱田　光恵

【ＥＡ２１責任者の役割・責任】
・ＥＡ２１システムの確立・実施推進・維持
・環境負荷自己チェック及び取組の自己チェック
・環境目標/活動計画の策定
・環境活動レポートの作成
・ＥＡ２１実施結果の把握と報告

残渣物(ノロ）は有価物として
鉱山会社へ販売

２名

４名

８名

パート

社員

破砕・焙焼
他社処理業者

最終処分場へ搬入

回収銀は印刷感材・写真・工
業材料・宝飾品用として販売

（再原料として使用）

銀精錬
自社工場で処理

収集運搬
搬入

排出事業者

・受付・来客対応
・売上処理

・マニフェスト管理
・帳簿の作成
・契約書管理

・諸官庁届出管理
・従業員勤務管理
・その他事務処理

中和
他社処理業者

・収集運搬
・効率的な配車計画
・排出事業者との

　契約締結
・エコ運転

・緊急時対応
・法規制遵守

・受託廃棄物の分別
　処理

・廃棄物の断裁
・廃棄物の焼却

・銀の回収
・効率的な設備運転

・緊急時対応
・法規制遵守

【部門長の役割・責任】
・活動計画の実施　　・法規制遵守
・問題点の是正処置

濱田  昭人
竹下　克也

代表取締役
濱田　昭人

ＥＡ２１事務局
濱田　昭人
濱田　江理

処分後リサイクルへ
（鉄等）

排出事業者
収集運搬

搬入
破砕・焙焼

他社処理業者

処分後リサイクルへ
ガラス
アルミ
水銀

その他

収集運搬
搬入



２．環境経営目標と実績
（１）環境経営目標

　

（２）環境経営目標に対する実績及び評価

2020年度の環境負荷の実績を基準として、2021年度の目標に対する実績は下表の通りです。
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未達
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3% 4% 5%2%

灯油 L 37,955 37,575 37,672

産業廃棄物排
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一般廃棄物排
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感染性廃棄物
中間処理量の
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ガソリン
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849
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3,184

3,255

60

11.8

15,145

74,297 94,581

37,955

22.5

3,438

119,163

269,600

達成

達成

2020年度
実績

924 904

2021年度
実績

21,399

8,154

60

40.8

33

3,255

114,969.5

21,066

8,027

78,461

823

31,486

感染性廃棄物中間処理量の拡大

二酸化炭素総排出量実績 234,381㎏-Co2 233,209㎏-Co2

ＣＯ２排出量
の削減

実績把握

425

軽油実績

産業廃棄物

Kg

ｔ

60

41

軽油

電力、灯油、水資源は未達成でした。施設の点検補修整備を行いたいと思います。

ｔ

一般廃棄物 Kg

119,813

廃棄物排出量
の削減

267,192

L 7,947

㎥水使用量削減 水資源

-1%

-2%

kwh

627 達成

228,917㎏-Co2 達成

266,904

-1%

2025年度目標
2024/4～2025/3

-2%

2024年度目標
2023/4～2024/3

項目 単位

・中期環境経営目標の策定について、2011年度を基準値として今迄目標値を策定してきましたが、事業環境も変わってきて
いますので2019年度の実績を基準にして2023年度～2026年度迄の中期環境経営目標を策定いたしました。

-1%234,381ＣＯ２排出量

-2%

2026年度目標
2025/4～2026/3

取組項目 2023年度目標

＊令和１年度　東京電力エナジーパートナー(株)の調整後排出係数0.442Ｋｇー　CO２/ｋｈｗを使用しています
①工場内でフォークリフトのガソリン使用量が未把握の為、2023年度は実績把握とした。
②経営課題対応として取り組んでいる感染性廃棄物中間処理量の拡大を新たな目標とした。
③一般廃棄物の排出量は少量の為、目標は設定せずに実績把握のみとした。
④産業廃棄物の目標は自社発生分のみ（２次マニュは除く）

2021年度基準値
2021/4～2022/3

-1.5%

-1%

-1.5%

2023年度目標
2023/4～2024/3

-2.5%-2%

-1%

-2%

-2%

-2%

269,600

-1%

未把握

2021年度

（基準）

L

40.9

3,255

ガソリン

電力 269,600

416.55

-1.5%

4,348

未達

達成

達成

評価

2,498

2023年度実績

-2.5%-2%

未達

灯油実績

電力Co2

電力実績

20

3,222

産業廃棄物

271,071

417

-1%

37,955

kWh

3,868

8027

未把握

内訳 単位

8027

実量

ｔ

㎥

Kg-CO2

-2.5%

-1.5%

-1.5%-1%

-1.5% -2.5%

-2.5%

18,189

68,222

一般廃棄物

2018年度
実績

-1.5%

-2.5%

-2.5%

Kg-CO2

㍑

灯油Co2

内訳

29,815

260,112225,568

-1.5%

-2.5%

㍑

5,771

Kg-CO2

27,377

6,931

84,588

排出係数 0.375Kg使用

2019年度
実績

3,006

0.442Ｋｇ変更

水資源

単位

軽油Co2

251,836

実績把握

11

3,206

2022年度
実績

19,546

7,576

83,382

33,487

111,311



３．環境経営計画と取組結果の評価及び次年度の取組内容

【軽油使用量削減】 目標達成

・アイドリングストップの徹底 回収ルートの見直しの効果が出た。

・効率の良い配車スケジュールの実施

・車両の燃料使用量と走行距離のチェック

・「エコドライブのすすめ」を車両に掲示

・アイドリングストップ装置装着車の導入検討

・効率の良い積載方法の検討実施

・日常点検の実施

【灯油使用量削減】 目標達成

・焼却炉の温度管理の徹底 銀回収で使う分の減少によって使用量も減った

・焼却炉灯油使用量の管理

・焼却炉日常点検の徹底

・メーカーによる点検

【電力使用量削減】 目標達成

・未使用時の電気消灯の徹底 焼却炉に負担が掛からない様に整備した結果が出た。

・設備電気不要時の負荷遮断

・設備のアイドリングストップ

・空調温度管理の徹底（２０℃・２８℃設定）

・節電シールの表示

・昼休みの消灯

・送風モーターのインバーター化

廃棄物排出量の削減 目標達成

・廃棄物の分別の徹底 廃棄物の分別徹底・両面コピー裏紙利用の徹底・消費資材

・両面コピー、裏紙利用の徹底 （潤滑油・オイル類）のムダの削減・ウエス、軍手の再使用等

・消費資材（潤滑油・オイル類）のムダの削減 実施の結果目標を達成することができた。

・ウエス、軍手の再使用 今後も地道な活動を展開したい。

・電子マニフェスト使用による紙資源使用削減

水使用量の削減 目標達成

・節水の再教育 節水こまの取付・洗車水の削減・配管のモレチェック・

・節水こまの取付 単水栓共用ハンドル取付等実施した結果目標を

・洗車時の水使用の削減検討

・焼却炉の散水の削減検討

・配管設備のモレチェック

・単水栓共用ハンドル取付

グリーン購入

・購入品の選定 身近な事務用品のエコ製品の購入

・事務用品のエコ製品購入

製造備品のエコ製品購入

化学物質の適正管理

・購入量、使用量、在庫量の把握 ・購入量、使用量、在庫量の把握

その他

「特別管理産業廃棄物収集運搬」の適正処理については、「感染性廃棄物の処理法」に準じて実施しております。

７

最新の実績と比較した結果、ほとんどの項目で目標達成出来ました。この調子で次年度もやって行きたい
と思います。

④
グ
リ
ー
ン
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入

○

○

○

⑤
○

③
水
使
用
量
の
削
減

②
廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

①
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

○

○

○

○

○

○

４．代表者による全体評価と見直しの結果

○

○

評価環境経営計画

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

・製造備品のエコ製品購入

達成することができた。

取組結果の評価及び次年度の取組内容



５．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

当社に関連する主な法規制は下表の通りです。

関連法規制の遵守状況確認は毎年１回実施しており、違反、訴訟等は有りませんでした。

また、関係機関および地域住民からの指摘やクレームも過去３年間ありませんでした。




